














今 回、県内で発生 した苦情事例 の際 は、Rupp-Wode











て きたが、この方法では検 出下限が10ppm程 度 と高い
　Ⅱ.目 的
　牛乳 中の次亜塩素酸を測定するためにAOAC法 を詳
























図1　 Rｕｐｐ-Wode法 図2　 AOAC法













　3．　 加熱時 間を、5分 、!0分 、30分 で測定 し、その
　　結果は、10分 が最適であ り、5分 では発色 にバ ラツ
　キが見 られた。また、30分 では、ほとん ど発色 し
　なかった。
4　 冷却方法及 び時間については、氷水5分 、氷水
　10分 、水10分 の3条 件で検討 した、その結果は氷
水10分 が最適だった。
5　 塩素濃度が1ppm程 度でも検出できた。
6　 再現性 については測定条件を一定に管理 して も、
発色のバ ラッキはあった。
7　 牛乳等の種類 によって発色の濃 さに若干の違いが




加熱時間は10分 、冷却は氷水 で10分 が最適であった。





て も発色に違いがあった。このことか ら、試験を行 う際
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